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Summary 
When arum 1均 rhizomes(Zantedesch叫 Sp何時， cv. Regal Charm， Pacific Pink) planted in March， 
were digged out in December of 1990 in Yamagata Prefecture， brown water-soaked soft rot lesions 
occurred frequently in the rhizomes. Severity by the damage varied considerably; namely， on the one 
hand the lesion was restricted to the surface of a rhizome， on the oth巴rhand a whole rhizome decayed 
Forty pectolytic Er肌 nia-likebacteria were isolated from the 12 decayed rhizomes by the dilution plating 
method with modified Drigalski's medium. Out of them 30 isolates were tested for identification. Al iso. 
lates were Gram-negative， facultatively anaerobic， peritricously flagellated rods and fermented glucose 
They produced acid from glucose， galactose， fructose， sucrose and other carbon compounds， but did not 
produce acid from maltose，α-methyl glucoside and soluble starch. They reduced nitrate and produced 
H2S. They were catalase positive， oxidase negative， phosphatase negative and caused soft rot of freshly 
vegetables such as a Chinese cabbage， a potato tuber and a carrot root. On the basis of their pathogenic. 
ity and the other bacteriological characteristics， they could be identified as a soft rot organism， Erwinia 
carot即 orasubsp. carotovora. It was confirmed from the present work that arum lily decay occurred in 
Yamagata prefecture was soft rot disease due to the organism. 
緒 言
カラー (Arumlily， Zantedeschia Spring属)はサトイモ
科オランダカイウ属の春植え球根で，わが国では切花用
として昭和30年 (1955)代から本格的に栽培されるよう
になった8) 近年，山形県でも二，三の地域で栽培が始
まり，価格が高値で安定している上に消費も伸びている
ことから，今後栽培面積はさらに増加するものと考えら
春に植え付けし，採花した後， 12月に堀り上げたカラー
の球根に軟腐症状が発生したこれ:らの症状と病原菌に
ついて種々調査したところ，病原細菌 E削仰 carot，仰 ora
subsp. carotovoraによる軟腐病であることが確認された
ので，その結果を報告する.
材料と方法
カラー球根の軟腐症状と病原菌の分離
れている。 山形県西村山郡西川町古川地区で1990年3月中旬に定
ところで1990年山形県西村山郡西川町および上山市で 植し，切花の出荷が終わった後，球根の肥大のためその
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まま放置し. 12月7日に貯蔵のため堀上げたカラーの球 落分離を 2-3回繰り返した後，再びブイヨン寒天斜面
根(パシフイックピンク)の表層に直径 5mm前後の円 培地に移植し，室温で保存した.このようにして 3個の
形で灰色一褐色を呈した軟化腐敗症状の斑点がみられた 球根から16菌株の病原菌を分離した.同様に12月14日上
(Fig.1). この症状は表層での局部的なものから球根全
体に及ぶものまで種々の段階のものがあり，病原細菌に
よる軟腐病の可能性が考えられたので病原菌の分離を
山市永野地区で堀上げた 9個の催病球根 (品種リーガル
チャーム)から24菌株を分離した.
分離菌株の細菌学的性質
行ったまず.70%エタノールで表面殺菌し，病斑部を 12個の擢病球根から分離した軟腐病細菌類似の細菌40
縦断後健全部との境界部位の組織片を殺菌水に懸濁し， 菌株のうち30菌株を供試し前報16)の方法に従って細
変法ドリガルスキー培地17)で希釈平板培養した. 250C 菌学的性質を調べた.
で48時間培養後，黄色で周辺が透明の亀裂状を有する軟 分離菌株の病原性の検定
腐病細菌類似の集落17)をブイヨン寒天斜面培地に移植 ハクサイ中肋，ジャガイモ塊茎，ニンジン根部，カラー
した.ハクサイ中肋組織を用いて病原性を確認し，単集 球根の組織片を用いて前報16)の方法で分離菌株の病原
Fig. 1. Symptoms of bacterial soft rot in arum lily 
rhizome. (Longitudinal section of d日 ased
tuber) 
Fig. 2. Symptoms induced by inoculation with the 
isolated bacterium ( 3 days after inocula 
tion， left : control， right : inoculated) 
性を検定した. また. 1991年5月6日に直径 18cmの
素焼鉢にカラーの球根(品種ピンクペチコー ト)を植え
付けた.7月5日と10日に球根η地際部，または茎葉基
部に，あらかじめ25"C.48時間，ブイヨン寒天培地で培
養した分離菌株を穿刺接種した. 250Cの湿室に48時間静
置後，ガラス室に移し軟腐症状の発生状況を調査した.
結果と考察
カラーの軟腐病は最初茎の地際部が腐敗し. )1買次葉柄
や球根に拡大する.病斑部ははじめ白色で斑点状である
が，その後褐色となり最後には黒変して球根全体が軟化
腐敗する7.10) 今回山形県で発生したカラーの軟腐症状
もこれらの記載とほぼ同じ経過で推移した.このような
病斑部から Erwin切属の軟腐病類似の菌株がしばしば純
粋培養の状態で分離された.分離菌株はブイヨン寒天培
地では，円形，中高，全縁で平滑，湿光を帯びた乳白色
ーバター質状の集落を形成した.変法ドリガルスキー培
地では黄色，周辺部がやや透明で亀裂状のある集落17)
を形成した.また，クリスタルバイオレァト・ペクテー
ト培地4)では対照菌に用いた軟腐病菌と同様に先端が鋭
利の細い円筒状の穿孔 (p川を形成した.
Table 1のように分離菌株は両端が鈍円の梓菌で 0.7
-1.0x 1.3-1.8 f1tIの大きさであった 4 -7本の鞭
毛を有し，運動性，グラム陰性の通性嫌気性であった.
グルコース，ガラク トース，スクロース等から酸を生成
したが，可溶性澱粉は分解しなかった.オキシダーゼ活
性，グルタミン酸，アルギニン，リジン，オルニチンの
各デカルボキシラーゼ活性，ウレアーゼ活性は陰性，カ
タラーゼ活性は陽性であることなどから分離菌株はいず
れも Facutativelyanaerobic Gram-negative rodsのb肌-
nta属12)に属する病原菌と判定された.
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Table 1. Biochemical characteristics of bacterial isolates from decayed tubers of arum lily. 
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Characteristics 
Anaerobic growth 
Flagellation 
Motility 
Gram stain 
O-F test 
H2S production 
Indole production 
Nitrate reduction 
Reduced substances from sucrose 
Gluconate oxidation 
Gelatin liquefaction 
Pectate degradation 
Starch hydrolysis 
Aesculin hydrolysis 
Levan formation 
Litmus milk 
Acetoin production 
Methyl red test 
Gas from glucose 
Catalase 
Oxidase 
Phenylalanine deaminase 
Decarboxylase 
Arginine 
Lysine 
Glutamic acid 
Ornithine 
Phosphatase 
Lecithinase 
Urease 
Growth in 5% NaCI 
Growth at 37.C 
Sensitivity to erythromycin (50μg) 
Acid from 
Arabinose 
Xylose 
Ribc ;e 
FrucJse 
Galactose 
Glucose 
Mannose 
Cellobiose 
Lactose 
Maltose 
Sucrose 
Melezitose 
Melibiose + 
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Raffinose 
Palatinose 
Inulin 
Starch 
Dextrin 
Adonitol 
Salicin 
Dulcitol 
Manriitol 
Sorbitol 
Inositol 
Glycerol 
α-Methyl glucoside 
Utilization of 
Formate 
Malonate 
Citrate 
Tartrate 
Lactate 
+ 
V 
+ + + 
+ + 十+ ??
??+ + + 
d 
+ 十 + + 
d 
+ + + 十
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a) 1: control strain， Erwinia carot即 ora7154， 2: Burkholder， W. H2). 3: Dye， D. WS) 
4 : Lelliott. R. All) 
b) +: positive， 一 n即e句ga抗山tive.
c) p: peritrichou 
d) F: f台err口附I
e吋)d: 21ト-79%0ぱfs討tr悶ainspositive. 
f) rac: reduced， acidified， and curdled 
g) V: variable among isolates. 
Eru刷叫属の植物病原菌は amylovora群， herbicola群，
carotovora群の 3群に大別されている5.11) 今回の分離
菌株は硝酸還元， H2S産生，ゼラチン溶解，ペクチン分
解等は陽性，インドール産生，フェニールアラニンデア
ミナーゼ活性， レシチナーゼ活性は陰性で，グルコース
を発酵的に分解した.また，アラピノース， リボースな
どから酸を生成し，ジャガイモ塊茎，ハクサイ中肋組織，
ニンジン根部に軟腐症状を引き起こした.一方，ポット
栽培したカラーに対する接種試験では接種約 1日目に水
浸状の軟腐病斑が形成された.病斑はその後拡大して茎
葉にも及び， 3 -4日後には自然状態でみられるように
球根全体が軟化腐敗して株全体が倒伏する個体も見られ
た (Fig.2).これらの病斑部からは接種した分離菌株が
再分離されたこれらの結果より，分離菌株はいずれも
Erwinia属の植物に軟腐病を引き起こす carotovora群
6.11.14)の病原菌と考えられた.
Carotovora群の病原菌は炭水化物の利用性，エリス
ロマイシンに対する感受性の差異などから 4種3亜種に
分けられている 1.3.5.11.14)が，軟腐病の発病に関与して
いる主要なものは，E. carotovora subsp. carotovora， E 
carot即 orasubsp. atrosettica， E. carotovora subsp. betavas-
CUlorul冗および E.chrysanthen日の 2種 3亜種である
1.12.13.14) 今回西川町吉川地区での分離菌株はパラテ
ノースから酸を生成したが，その他の性質は両地区間で
差異はなく，それらの細菌学的諸性質は，対照菌の諸性
質や Er肌削acarot，仰 orasubsp. carotovoraに関するこれま
での記載3.5.6.11.12.13.14)とほぼ一致した.さらにスクロー
スからの還元物質の生成，フォスファターゼ活性，マル
トース，ラクトース， αーメチルグルコシドからの酸の
生成など carotovora群内の種や亜種の分類基準的諸性
質2.3.5.6.11.12.13，14)の調査および接種試験の結果より，
今回の分離菌はいずれも Erwiniacarot，仰 orasubsp. caroto-
voraと同定された.
これまでカラー軟腐病の病原菌として E.aroideae7)， 
E. carotovora subsp. carot，即 oraI)， E. chrysanthemi9)， 
Bacillus Spp.15)が指摘されている. しかしながら，病原
菌の同定試験に関する報告はなされていないようであ
る.今回山形県で発生したカラーの球根の軟腐症状はカ
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ラー軟腐病に関するこれまでの記載7.8.9.10)とほぼ一致
しており，病原菌の同定試験の結果 E.carotovσra subsp 
carotovoraによる軟腐病であることが確認された.
摘 要
山形県西村山郡西川町および上山市で1990年春に植え
付けし，採花後球根肥大のため放置し， 12月に堀上げた
カラー球根に軟化腐敗症状が発生した変法ドリガルス
キー培地を用いた希釈平板法により， 12個の催病球根か
ら40菌株の軟腐病菌類似の細菌を分離し，同定試験を
行った.分離菌株はいずれもブイヨン寒天培地で乳白色
ーバター質状の湿光を帯びた集落，変法ドリガルスキー
培地では黄色で周縁部が透明で、亀裂状のある集落，クリ
スタルバイオレ 7 ト・ペクテート培地では先端が鋭利な
細い円筒状の穿孔を形成した.また，分離菌株はグラム
陰性，通性嫌気性の周毛梓菌で，運動性を有しグルコー
スを発酵的に分解した.ゼラチン溶解， H2S発生，硝酸
還元，カタラーゼ活性などは陽性で，ラクトースなどの
各種の糖類から酸を生成した.他方，オキシダーゼ活性，
フォスファタ ゼー活性， αーメ チルグルコシドからの酸
の生成等は陰性であった.ハクサイ，ジャガイモ，ニン
ジンなどの柔組織に軟腐症状を引き起こし，ポット栽培
したカラー球根に接種した結果でも自然発病と同ーの症
状がみられた.これらの性質を含めた細菌学的諸性質の
調査結果より分離菌株は，軟腐病菌 E.caγotovora subsp 
carot仰 oraと同定された.以上のことから，今回発生し
たカラーの軟腐症状は本菌による軟腐病であると結論し
た.
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